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◆ 今月の相場見通し ◆ 今月の注目ポイント

りそなホールディングス 市場企画部
りそな銀行 国際事業部

※各マーケットコメントは10月31日（火）9:00現在
※休日の実績は前営業日

◆ アジア通貨見通し

◆ 今月の重要日程

FRBは利上げ終了となるか

テーマ 注目度 今月の注目ポイント

金融
政策

◎

【FOMC】今利上げ局面で初となる２回連続の利上げ見送りが見込
まれるが、現下の経済物価上昇を勘案すれば利上げ終了が明言さ
れることはないだろう。一方、同日には米財務省から米国債の四半期
定例入札が発表され、前回よりも発行額の増加が見込まれる。国債
増発は長期金利の上昇に繋がりやすいが、米国長期金利の上昇が
市場や経済の安定を損なう可能性もあり、従前よりは慎重な舵取り
が求められる。

景気 〇

【米国政府閉鎖】現在の米国政府は正式な新年度予算ではなく、暫
定的なつなぎ予算により運営されている。11月中旬までに正式な予
算か新たなつなぎ予算を成立させる必要があるが、共和党内も一枚
岩ではなく、協議が滞れば政府閉鎖の可能性が高まる。

【米国学生ローン返済再開】10月から学生ローンの返済が再開してい
る。米国の個人消費は夏まで非常に堅調であったが、返済再開後の
データが反映される今後の経済指標は今まで以上に重要となる。

人民元・円 20.10 ～ 20.70 ルピー・円 1.78 ～ 1.81

バーツ・円 4.00 ～ 4.20 ウォン・円 10.80 ～ 11.30

ルピア・円 0.93 ～ 0.95

ドル・円 (円) 149.04 140.00 ～ 155.00

ユーロ・ドル (ドル) 1.061 0.95 ～ 1.15

ユーロ・円 (円) 158.15 145.00 ～ 165.00

ポンド・ドル (ドル) 1.216 1.10 ～ 1.30

ポンド・円 (円) 181.16 170.00 ～ 190.00

豪ドル・円 (円) 95.01 93.50 ～ 97.00

NZドル・円 (円) 86.96 85.50 ～ 88.00

日経平均 (円) 30,697 28,500 ～ 32,500

NYダウ (ドル) 32,929 30,000 ～ 35,000

日本 (%) 0.890 0.70 ～ 1.00

米国 (%) 4.894 4.30 ～ 5.30

株式

相場

政策修正への思惑が株価の重石に

つなぎ予算期限到来で再度政府閉鎖リスク高まる

長期

金利

インフレ高止まりのなか、金利上昇基調が継続

米国個人消費の持続性がFRBの利上げ継続の可能性とリンク

EUR

米国との景況感の違いからユーロの上値は重い

GBP

米欧中銀同様政策金利は維持も、景気減速懸念から上値は重い

AUD

NZD
金融政策方向性の違いから豪ドルとNZドルはデカップリング

10月30日現在 11月の予想
(矢印は9月末比）

USD
FRBは利上げ終了となるか
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ド ル 円
◆ 今月の相場見通し① 為替（ドル・ユーロ）

ユ ー ロ

出所：Bloomberg

ユーロドル（左軸：ドル）

ユーロ円（右軸：円）

出所：Bloomberg

米ドル円 140.00 – 155.00円ドル円は下落

ユーロドル

ユーロ円

ユーロドルは横ばい

ユーロ円は下落

0.95– 1.15ドル

145.00 – 165.00円

ドルインデックス(右軸)

ドル円(左軸:円)

米国との景況感の違いからユーロの上値は重い
10月のEURは中東情勢の緊迫化等の材料がありつつも、米金利の大幅な上昇が一服し、
USD高が落ち着きを見せてきたことからもみ合い推移となった。対JPYでは月初に急落する場面も
あったが、その後は底堅い推移となっている。
11月のEURはもみ合い推移を見込むも、上値の重い展開を予想する。FRB・ECB双方とも政
策金利を「高く長く」維持するとの見方から、EURUSDはもみ合いが見込まれるが、中東情勢の緊
迫化に伴う原油高や、米欧の景況感の格差がEURの上値を抑えよう。ユーロ圏では景況感や金
融の引き締まりから見て米国対比で先行きの景気減速懸念が強い。底入れの兆しもあった製造業
の景況感や中国景気も再度落ち込みを見せており、上値は重くなりやすい。対JPYでは下落を予
想。欧州が利上げから政策金利の長期維持へと移行する一方、日銀は引き続き先行きの政策変
更への思惑が燻ることからEUR安JPY高を見込む。

FRBは利上げ終了となるか
10月のドル円相場は149~150前後でのもみ合いとなった。米国長期金利が一時５％台に達
する等、大きく上昇するなかでドル円にも上昇圧力がかかったが、150円を超える水準では政府に
よる為替介入の警戒感が高まり、乱高下する場面が目立った。
FRBは11月のFOMCでも利上げを見送る可能性が高い。長期金利の上昇へ警戒感を示す
FRBメンバーも多く、これまでとは風向きが変わってくる可能性もある。また、昨今の米金利上昇は
米国経済の力強さを示す反面、燻り続ける政府閉鎖問題等、米国債を保有することに対するリス
クが嫌気されている側面もある。必ずしもUSD買い要因とは言い切れないだろう。
国内では物価上昇が継続しており、国内金利は緩やかな上昇を続ける可能性が高い。日銀の
マイナス金利解除が見通せる段階となればJPY買戻しとなる可能性があり、高水準に膨らんでいる
JPY売り越しポジションは徐々に縮小していく可能性がある。
イスラエル情勢はドル円相場にとって上下双方向のリスクがある。リスクオフや景気後退懸念で円
高となる場合もあるが、原油価格が大幅に上昇すれば、インフレ再燃・本邦貿易赤字拡大懸念か
ら更なる円安となる可能性もあり、情勢には予断を許さない。
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◆ 今月の相場見通し② 為替（ポンド・豪ドル・NZドル）

ポ ン ド

出所：Bloomberg

豪ドル・NZドルチャート
ポンドドル（左軸：ドル）

ポンド円（右軸：円）

出所：Bloomberg

ポンドドル

ポンド円

ポンドドルは横ばい

ポンド円は下落

1.10– 1.30ドル

170.00 – 190.00円

米欧中銀同様政策金利は維持も、景気減速懸念から上値は重い
10月のGBP相場は対USDでもみ合い推移となった。9月まで利上げ期待の剥落もあり下落が
続いていたが、10月に入り落ち着きを取り戻している。対JPYでも10月はもみ合い推移となった。
11月のGBPはもみあいも、上値の重い展開を予想する。イングランド銀行もFRB同様に政策金
利を「高く長く」維持することが見込まれているものの、英国景気は米国対比で弱く、累積的な利
上げの効果の波及が景気を押し下げる懸念からGBPの上値は重いと見る。2日に行われるMPC
では政策金利の据え置きが見込まれている。前回会合では5対4と僅差での据え置きとなっており、
引き続き利上げを見込むメンバーがどの程度いるのかは注目。なお、1日から副総裁が交代となる
ことから、新副総裁がどちらに投票するかも注目される。再び僅差での据え置きが決定すれば、
GBPは短期的には底堅く推移する場面もあろう。対JPYでは英政策金利が据え置かれる一方で、
日銀は先行きの政策修正期待が燻ることから、上値の重い展開を予想する。

出所：Bloomberg

豪 ド ル ・ N Z ド ル

NZドル円（右軸：円）

豪ドル円（左軸：円）

出所：Bloomberg

豪ドル円

NZドル円

豪ドル円は横ばい

NZドル円は上昇

93.50 – 97.00円

85.50 – 88.50円

金融政策方向性の違いから豪ドルとNZドルはデカップリング
10月のオセアニア通貨は対円で下落となった。豪中銀とNZ中銀が共に政策金利を据え置き
にした。世界的な株安の中、リスクセンチメントの悪化がオセアニア通貨の重しとなった。円買い介
入への警戒もあり、豪ドルとNZドルは対円で軟調に推移。失業率の低下やCPIの上振れを受け、
豪ドル円の下落は比較的に限定的であった。一方、NZドルはCPIの下振れと貿易赤字の拡大
で対円での下落は大きかった。
11月の豪ドル円はもみ合い、NZドル円は下落しやすいとみる。根強いCPIや堅調な小売を受
け、豪中銀は11月に利上げを実施する可能性が高まり、豪ドルの支えとなるだろう。中国の財政
出動への期待で鉄鉱石も底堅く推移しており、豪州の貿易黒字拡大につながりやすい。日銀の
政策修正への期待による円買い、円金利上昇もあり、豪ドル円はもみ合う展開になりやすい。一
方、NZ中銀は引き続き政策金利の維持が見込まれる。ニュージーランドと日本の金利差縮小か
らNZドルは対円で軟調になる可能性が高いだろう。
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出所：Bloomberg
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長 期 金 利 見 通 し

米国10年金利（％）

日本10年金利（％）

日本2年金利（％）

出所：Bloomberg

米国2年金利（％）

米国債10年 金利は低下 4.30 – 5.30%

日本国債10年 金利は上昇 0.70 – 1.00%

株 式 見 通 し

日経平均（左軸：円）

NYダウ（右軸：ドル）

出所：Bloomberg

日経平均 日経平均は下落

NYダウ

28,500 – 32,500円

30,000 – 35,000ドルダウは下落

インフレ高止まりのなか、金利上昇基調が継続
10月の消費者物価指数は市場予想を上回り、日銀が計算している基調的なインフレ率を補
足するための指標でも、最も遅行していた「加重中央値」が２％を超えてきた。需給ギャップは小
幅にマイナスのままであるが、今後の経済対策により更に上昇する可能性がある。来年の春闘で
本年を上回る５％以上の賃上げが要求方針となるなか、日銀がマイナス金利解除を含めた政
策正常化に踏み切る時期は近づいている。国内金利は緩やかな上昇基調が続くだろう。

米国個人消費の持続性がFRBの利上げ継続の可能性とリンク
月初のFOMCでは利上げ見送りが確実視されている。今回の利上げ局面にて２回連続での据
え置きは初であるが、現下の経済物価情勢を勘案すれば利上げ終了を明言することはないだろう。
ただし10-12月期の米国経済は前期比年率+4.9％（速報値）と記録的な伸び率となった7-
9月期からは減速が見込まれる。学生ローンの返済再開で個人消費の勢いが鈍ればインフレ圧
力も鈍化する。11月に公表される経済指標は今まで以上に重要度が高い。

政策修正への思惑が株価の重石に
10月の日経平均は地政学リスクの高まりや、日米金利が上昇する中で、乱高下する展開となり、
9月末比では大幅な下落となった。11月の日経平均も上値の重い展開を見込む。介入警戒感
からドル円の膠着感が強いことや、日銀の政策転換への思惑も燻り続け、株価の重石となりやすい。
岸田政権による経済対策も時限措置であり、景気浮揚は期待しにくく、支持率も低迷しており解
散への期待も剥落している。一方、30,000円割れの水準では押し目買いが期待できよう。

つなぎ予算期限到来で再度政府閉鎖リスク高まる
10月のダウ平均は大幅下落。金利上昇の一服や、総じて良好な決算を受けても軟調な展開
となった。11月のダウ平均も上値の重い展開を見込む。高金利が長く維持される可能性が高まる
中、株式の割高感が意識される展開となっており、引き続き株価には重石となりやすい。また中東
情勢の緊迫化や、17日につなぎ予算の期限を迎える中、再度政府閉鎖を巡る不透明感も株
価の上値を抑えよう。
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◆ 今月の相場見通し④ 新興国通貨（アジア）

10/30 10月の相場推移 11月の予想 解説

中
国

人民元/円 20.35 20.41～20.57 20.10～20.70
米中金利差や直接投資収支回復の遅れからドル人民元は小幅上昇した。企
業の在庫補充による製造業PMIの改善が継続する見込み。特別国債発行によ
るインフラ投資強化への期待もあり、ファンダメンタルズの改善は人民元の支えとな
る。ただし、対外直接投資が増える一方、海外からの直接投資の増加ペースが
緩慢で、人民元の重しとなる。ドル人民元は11月にもみ合う展開となりやすい。ドル/人民元 7.325 7.27～7.35 7.25～7.38

タ
イ

バーツ/円 4.149 4.00～4.16 4.00～4.20
安定的なCPIを好感したタイ債券への資金流入や貿易黒字の拡大を受け、10
月のバーツは対ドルで上昇した。11月は米中向けの輸出の回復が継続する見
込みで貿易黒字拡大を通じてバーツの好材料となる。月末のタイ中銀会合では
政策金利の据え置きが見込まれる。利上げ終了を見据えたタイ債券フローは
バーツ買い圧力となる。ただし、米国CPIの粘着性によるドル高に要注意。ドル/バーツ 35.96 35.99～37.24 35.0～37.0

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

100ﾙﾋﾟｱ/円 0.938 0.94～0.97 0.93～0.95
10月に米国長期金利上昇によってインドネシア債券の高金利の魅力度が相対
的に低下し、インドネシア債券からの資金流出がルピア売りにつながった。インドネ
シア中銀は政策金利の引き上げや新たな外貨債券の発行を通じてドルルピアの
安定性を図ろうとしているため、ルピアの支援材料となるだろう。ただし、インドネシ
アの経常収支の赤字への警戒は重しとなる。ドル/ルピア 15,890 

15,497～
15,962

15,700～
16,000

イ
ン
ド

ルピー/円 1.791 1.77～1.81 1.78～1.81
良好な景況感が続いている一方、貿易赤字が重しとなり、10月のルピーは対ド
ルでやや下落した。インド中銀は政策金利を据え置きにしたが、インフレ抑制のス
タンスがルピーの支えとなる。海外からの直接投資の増加も好材料となる。ただし、
貿易赤字が続く限り、ルピーは対ドルで上昇しづらい。11月のドルルピーは小動
きにとどまるだろう。ドル/ルピー 83.25 83.04～83.29 82.50～84.00

韓
国

100ｳｫﾝ/円 11.035 10.91~11.20 10.80～11.30
半導体セクターの底打ち感や輸出の改善を好感し、10月のウォンは対ドルで上
昇した。韓国中銀は10月会合で政策金利を据え置きにしたが、CPIの上振れを
受け、追加利上げの可能性を残し、ウォンの支援材料となる。米国の需要増加
による輸出の改善が継続する見込みでウォンの買い材料となりやすい。総じて11
月のウォンは対ドルで底堅く推移するだろう。ドル/ウォン 1,351 1338~1,364 1,320～1,370
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—ルピー・円（右軸) —ドル・ルピー（左軸)
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—人民元・円（右軸） —ドル・人民元（左軸)

—ルピア・円（右軸） —ドル・ルピア（左軸)—バーツ・円（右軸） —ドル・バーツ（左軸)

◆ 新興国通貨チャート
—ウォン・円（右軸) —ドル・ウォン（左軸)
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◆ 年間為替見通し

2023年 2024年
ポイント

10～12月 1～3月 4～6月 7～9月

ドル円
レンジ 135～155 130～150 120～140 115～135 FRBの利上げ停止と日銀の政策修正により、徐々に上

値が重くなる。
期末値 140 135 130 125

ユーロ
ドル

レンジ 0.95～1.15 0.90～1.15 0.95～1.20 0.95～1.20
ECBの利上げサイクルは終了した可能性が高く、今後
は現状の政策金利をどこまで維持するかが注目される。
ここまでの利上げの累積的な効果が波及しつつあり、
米国対比で景気減速懸念が強く、EURの上値は重い。

期末値 1.00 1.05 1.08 1.08

ユーロ
円

レンジ 140～170 130～160 120～150 120～150

期末値 140 141 140 135

ポンド
ドル

レンジ 1.10～1.30 1.05～1.25 1.10～1.30 1.10～1.30 ここまでの利上げの累積的な効果が波及しつつあり、
米国対比で景気減速懸念が強く、GBPの上値は重い。
一方、労働需給のひっ迫や、賃上げ等からインフレは
高止まりしやすく、高い政策金利をどこまで維持する
かが注目される。

期末値 1.15 1.20 1.25 1.25

ポンド
円

レンジ 160～190 150～180 140～170 140～170

期末値 160 162 162 156

ドル
人民元

レンジ 7.00～7.40 6.80～7.20 6.70～7.10 6.70～7.10 中国当局の景気支援方針で中国経済が徐々に回復してい
く。ただし、米中金利差は大きな縮小が見込みにくく、
ドル人民元はしばらくもみ合う。来年からグローバル製
造業の本格回復で貿易黒字が拡大し、人民元買いにつな
がる。

期末値 7.20 6.90 6.80 6.80

人民元
円

レンジ 18.24～22.14 18.06～22.06 16.90～20.90 20.90～17.39

期末値 19.44 18.84 18.38 18.38

豪ドル
円

レンジ 80~105 75~100 70~90 70~90 足元底堅く推移するも年末に向けて日銀政策修正の思
惑で上値が重くなりやすい。

期末値 92 87 86 86

タイバー
ツ円

レンジ 3.60～4.30 3.40～4.40 3.30～4.40 3.40～4.50 観光業の回復、景気支援策から当面の間底堅く推移。
年末に日銀政策修正織り込みで対円で下落を予想。

期末値 4.06 4.00 4.03 4.03
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◆ マーケットカレンダー
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【9/28～10/12】

◎政策支援効果で、23年3Q中小企業の景況感が上向き

中国中小企業協会が発表した中小企業発展指数（SMEDI）の発表に
よると、中国中小企業の景況感が上向きつつある。2023年第3四半期
（7月～9月）のSMEDIは前四半期から上昇し、過去2年で2番目に高い
水準。SMEDIを構成する8業種において、「工業」、「交通運輸」、「
情報伝達・ソフトウェア」、「ホテル・飲食」の4項目が上昇し、「社
会サービス」が横ばいに、「不動産」、「建設」、「卸売・小売」が下
落のままとなっている状況。政府の経済刺激・支援策が中小企業の景況
感改善につながる一方、「利益指数」はまだ低迷に継続している。

◎ 中国の地方政府が特殊借換債を発行、地方債務軽減へ

中国21 世紀経済報道（電子版）の情報によると、天津市と内モンゴ
ル自治区は地方債務の借り換えのため、「特殊再融資債券」を発行した
。今般の発行規模は天津市が210 億人民元（約4,290 憶円）、内モン
ゴル自治区が663 億2,000 万人民元（約1 兆3,548 憶円）である。中
国政府の「地方の債務リスクを解消するため包括的な方策」方針に基づ
き、地方債務圧力が増す中、返済負担を軽減する狙いがある。
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【10/13～19】

◎ 中国3QのGDPは4.9%成長前期から鈍化も実質持ち直し

中国国家統計局は18 日、2023 年第3 四半期（7～9 月）の実
質国内総生産の成長率が前年同期比4.9％ だったと発表した。成長
率は23 年第2 四半期（4～6 月）の6.3％から鈍化したが、前年の
新型コロナウイルス流行の影響を排除すれば、実質には持ち直し
といえる水準。旅行・外出増加などを背景とした消費拡大が成長
をけん引きし、消費拡大の寄与度が約100％近くになっている。
23 年1～９月のGDP は前年同期比5.2％となったが、第4 半期の
前年同期比の成長率が4.4％以上となれば、通年5％目標を達成で
きる見込。

◎ 賃貸オフィスの値下がり続く３Qの4大都市、新規供
給増加

中国賃貸オフィス市場の賃料下落が続いている。中国4大都市（
上海・北京・広州・深セン）の2023年第3四半期（7～9月）の平
均賃料は軒並み前四半期から下落。空室率は前年同期から大きく
上昇した。需要の低迷とオフィスの新規供給面積の増加などが要
因。各地域の状況は深センが不振、北京が大幅下落、上海では新
興商圏で需要増加となっている。また、第4四半期さらに供給過剰
になると予想。

＜月次データ＞

項目 単位 2022/11 2022/12 2023/1 2023/2 2023/3 2023/4 2023/5 2023/6 2023/7 2023/8 2023/9

実質GDP成長率 ％ - 2.9 - - 4.5 - - 6.3 - - 4.9

消費者物価上昇率 ％ 1.6 1.8 2.1 1 0.7 0.1 0.2 0 -0.3 0.1 0

都市部調査失業率 ％ 5.7 5.5 5.5 5.6 5.3 5.2 5.2 5.2 5.3 5.2 5.0

輸出額 10億ドル 291.1 297.9 285.5 209.1 304.1 289.8 282.2 284.2 281.5 284.8 299.1

輸入額 10億ドル 225.1 228.0 193.0 197.2 225.9 203.5 216.7 214.5 201.3 216.5 221.3

経常収支 100万ドル - 401,855 - - 81,530 - - 146,257 - - -

外貨準備高 10億ドル 3,117.5 3,127.7 3,184.5 3,133.2 3,183.9 3,204.8 3,176.5 3,193.0 3,204.3 3,160.1 3,115.1

主要政策金利 ％ 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35 4.35

対ドル為替レート 人民元 7.17 6.98 6.79 6.84 6.89 6.89 7.00 7.16 7.19 7.25 7.30

※ 対ドル為替レート：期末又は月末値　　主要政策金利：1年物貸出基準金利 出所：Bloomberg
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”上海下午茶”（上海からティータイム） りそな銀行上海駐在員事務所

○今年の上海ガニ（蟹）について ○杭州アジア大会への投資は約2500億人民元（約5兆円）？

毎年10月、北から冷たい風が吹き、上海ガニを食べる季節になりま

す。上海近辺の川や湖で多く養殖しており、中国でカニが一番有名な

のは、上海に隣接している蘇州の陽澄湖ガニです。

陽澄湖ガニの養殖量は毎年1万トンと言われています。しかし毎年陽

澄湖ガニというブランドで販売しているカニの量は60万トンです。

59万トンのカニは周辺地域で養殖されたカニを陽澄湖に入れて、陽澄

湖ガニとして販売したものです。最近、中国のネット販売が普及して

おり、ネットで購入した陽澄湖ガニは実質発送地が陽澄湖というだけ

です。

現在、普通に食べているカニのサイズは3両（150ｇ）～5両（250

ｇ）です。高級レストランでは1匹約150人民元（3千円）～300人民

元程度（6千円）になりますが、普通の市場で購入した値段は1匹約

20人民元（4百円）～50人民元程度（1千円）です。

今年のカニの相場は昨年とほぼ同水準で例年よりも安めですが、高級

レストランでの消費量が減少しており、これは中国経済の落込み状態

が反映されたものと思われます。

9月23日から杭州で開催されたアジア大会は10月8日に閉幕しました。今

回の大会には45カ国・地域の選手12,000人が参加しました。大会は中国

の国慶節連休に重なり、注目度がさらに高まりました。

今回の大会は様々な話題をもたらしました。大会の管理委員会より、大

会の投資総額が約2500億人民元（約5兆円程度）になる一方で、入場料

収入が6億人民元（120億円程度）しかなったことが公表された瞬間に、

国民の税金が無駄使いされた？投資回収はいつになるのか？など国民か

らの不満が殺到しました。2500億人民元の投資総額は、85％の資金が都

市建設で、15％がアジア大会の施設・運用となっていました。

都市建設には地下鉄（4本）、新幹線駅、空港からの快速道路、変電設備

などが含まれています。確かに、アジア大会の開催をきっかけに杭州が

さらに綺麗になり、便利にもなっていることは事実です。

但し、投資したものに対し、回収の能力はあるのでしょ

うか？

現在中国経済が落ち込んでいる環境の中で真剣な課題で

もあります。
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タイ中央銀行の2023年3月の経済報告によれば、国内経済の成長が前月より鈍化したとの見方

タイの景気動向

◆観光が経済回復を後押し

タイ中央銀行は、2023年8月のタイ経済は引き続き回復傾向を維持したとの見方を示した。

観光客による観光消費の増加を受け、サービス消費が引き続き伸び、民間消費指数は前年

同月比6.9％増加した。一方で、民間投資指数は同3.5％減と前月のプラスからマイナスに

転じた。建設投資は拡大したものの、機械・設備投資の減少が響いた。鉱工業生産指数は

同7.5％低下した。自動車や電子部品が減産したが、食品・飲料、肥料等化学製品の生産は

好調だった。

◆2023年GDP成長率予測、2.8％に下方修正

タイ中央銀行は27日、2023年の国内総生産（GDP）成長率予測を3.6％から2.8％に下方

修正した。理由として、海外需要の弱さに伴う輸出や観光業の回復が遅れたこと等を挙げ

た。一方、2024年のGDP成長率予測を3.8％から4.4％に上方修正した。

主要経済指標

りそな銀行バンコック駐在員事務所
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◆2023年9月CPI、前年同月比0.30％上昇に減速

タイ商務省が発表した9月の一般消費者物価指数（CPI）は、前年同月比で0.30％上昇にと

どまり、前月比で0.36％下落となった。エネルギー価格の上昇が鈍化し、食品価格が23カ

月ぶりに下落に転じたことを原因に挙げた。分野別では、食品・飲料が前年同月比0.10％

低下したが、非食品が同0.59％上昇した。2023年1～9月CPI平均値は前年同期比1.82％

上昇となった。

◆タイ中央銀行、政策金利を引き上げ

タイ中央銀行は27日、8会合連続で0.25％幅の政策金利（翌日物レポ金利）を引き上げ、

2.50％にすることを決定した。中銀は、「金融政策によってインフレ率を安定させ、長期

的なマクロ経済安定の後押しする」とし、「経済の先行きの不透明感に対し、政策の余地

を確保しておく必要がある」と説明した。

＜月次データ＞

項目 単位 2022/11 2022/12 2023/1 2023/2 2023/3 2023/4 2023/5 2023/6 2023/7 2023/8 2023/9

実質GDP成長率 ％ - 1.4 - - 2.6 - - 1.8 - - -

消費者物価上昇率 ％ 5.6 5.9 5.0 3.8 2.8 2.7 0.5 0.2 0.4 0.9 0.3

失業率 ％ 1.2 1.2 1.2 1.2 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 -

輸出額 100万ドル 22,388 21,778 20,250 22,376 27,654 21,723 24,341 24,826 22,143 24,280 -

輸入額 100万ドル 23,504 22,504 24,899 23,490 24,936 23,195 26,190 24,768 24,121 23,920 -

経常収支 100万ドル -522 854 -2,446 509 3,964 -240 -3,162 868 -508 401 -

外貨準備高 10億ドル 210.7 216.6 225.5 217.4 224.5 223.5 220.8 218.2 220.7 216.9 211.8

主要政策金利 ％ 1.25 1.25 1.50 1.50 1.75 1.75 2.00 2.00 2.00 2.25 2.50

対ドル為替レート バーツ 36.4 34.8 33.2 34.1 34.5 34.3 34.3 34.9 34.6 35.0 35.9

※ 対ドル為替レート：期末又は月末値　　主要政策金利：タイ翌日物レポ金利 出所：Bloomberg



◎注意事項をよくお読み下さい

◎注意事項 お問い合わせは、取引店の担当者までご連絡ください。
当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、こ
こに記載された内容が事前の連絡なしに変更されることもあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でな
されるようお願い致します。
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